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	国公私立大学を通じた大学教育改革の支援の充実等
	１．国公私立大学を通じた大学教育改革の支援の充実
	２．世界最高水準の卓越した教育研究拠点形成と大学院教育の抜本的強化
	３．地域の教育研究資源の結集による知の拠点としての機能強化
	４．大学・大学病院が連携した医師等の養成システムの推進
	５．産学連携による高度人材育成と教育プログラムの充実・強化



